
 
平成 18年 4月 26日 

各  位 
会 社 名 スパークス・アセット・マネジメント投信株式会社

代表者の役職名 代表取締役社長    阿 部 修 平

 （JASDAQコード番号：8739） 
問い合わせ先 執行役員 総務経理部長   小須田  建三
電 話 番 号 ０３－５４３５－８２００ 

 
 

持株会社体制移行に伴う会社分割について 
 
 当社は、本日開催の取締役会において、持株会社体制に移行するにあたり、本年 10月 1日をもっ
て、下記のとおり当社の「有価証券に係る投資顧問業の規制等に関する法律」及び「投資信託及び投

資法人に関する法律」に基づき営む投資顧問業及び投資一任契約に係る業務並びに投資信託委託業

（以下「本営業」）をスパークス分割準備株式会社に承継させることを決議いたしましたので、お知

らせいたします。 
なお、本件分割につきましては、定時株主総会の承認および所要の官公庁等の許認可等が得られる

ことを条件に行う予定です。 
  

記 

1. 会社分割の概要 

（１）会社分割の目的 
当社は、投資顧問業及び投資一任契約に係る業務並びに投資信託委託業の認可を受け業務を

行う一方で、スパークス・グループの「持株会社」としての機能も有しております。持株会社

体制に移行することにより、今後考えられる様々な業務展開において、業容の拡大をはかりつ

つ、機動性を持たせ、当社の企業価値および株主利益の最大化を図ってまいります。 
 
（２）会社の商号 
  当社及びスパークス分割準備株式会社は、下記のとおり社名を変更いたします。 
① 当社をスパークス・グループ株式会社（英文名：SPARX Group Co., Ltd.）に変更 
② スパークス分割準備株式会社をスパークス・アセット・マネジメント株式会社（英文名：

SPARX Asset Management Co., Ltd.）に変更 
 
2. 会社分割の要旨 
（１）分割の日程 
   分割契約書承認取締役会     平成 18年 4月 26日 
   分 割 契 約 書 調 印      平成 18年 4月 26日 
   分割契約書承認株主総会     平成 18年 6月 23日（予定） 
   分 割 期 日     平成 18年 10月 1日（予定） 
   分割登記（承継会社）     平成 18年 10月 1日（予定） 
 
 



（２）分割方式 
   ①分割方式 
     当社を分割会社とし、スパークス分割準備株式会社（以下「分割準備会社」）を承継会社

とする分社型分割（物的分割）です。 
 
   ②当該分割方式を採用した理由 

持株会社体制移行に伴い、当社が現在行っている資産運用業務を分割準備会社が承継する

ために予め必要な法手続きがあることから、事前に完全子会社である分割準備会社を設立

し、吸収分割（物的分割）により、当社の営業を分割準備会社に承継させる方式を採用し

たものです。 
 
（３）株式の割当 
   ①株式割当比率 
     当社に、分割準備会社の額面普通株式 49,000株を割り当て交付します。 
 
   ②株式割当比率の算定根拠 

当社は、持株会社体制移行の方法として、その営業を完全子会社である分割準備会社に承

継させ、これにより発行される株式の全てを当社へ割り当てます。分割前後で当社の分割

準備会社に対する持分比率が変化せず、かつ当社の純資産の額も変動しないことから、両

者協議により株式の割当を決定いたしました。 
 
   ③第三者機関による算定結果、算定方法及び算定根拠 
     上記 2.の理由により第三者機関による算定は行いません。 
 
（４）分割交付金 
    分割交付金の支払いはありません。 
 
（５）承継会社（分割準備会社）が承継する権利義務 

本件分割において分割準備会社が当社から承継する権利義務は、分割期日現在の本営業にか

かる資産、負債及びこれらに付随する権利義務並びに契約上の地位とします。なお、債務の

承継については、免責的債務引受の方法によるものとします。 
 
（６）債務履行の見込み 
    当社及び承継会社が負担すべき債務の履行の見込みはあると判断しております。 
 
（７）承継会社に新たに就任する役員 
   ①取締役（平成 18年 10月 1日付） 

谷口正樹 
 
   ②監査役（平成 18年 10月 1日付) 

古川利之、佐藤正雄、松田 壯一郎 
 

※ 分割準備会社の現在の取締役である田角実男、宮坂彰一、鈴木剛は、本件分割後も引き

続き取締役を務めることを予定しております。なお、当局の承認を条件として、代表取

締役には阿部修平が就任し、小須田建三は退任する予定です。 



 
3. 分割当事会社の概要 
（１）商号 スパークス・アセット・マネジ

メント投信株式会社（分割会社）

スパークス分割準備株式会社

（承継会社） 
（２）事業内容 資産運用業務（注 1） 資産運用業務（注 2） 
（３）設立年月日 昭和 63年 6月 20日 平成 18年 4月 3日 
（４）本店所在地 東京都品川区大崎一丁目 11番 2

号ゲートシティ大崎 
東京都品川区大崎一丁目 11番 2
号ゲートシティ大崎 

（５）代表者 代表取締役社長 阿部 修平 代表取締役  小須田 健三 
（６）資本金 11,441百万円 50百万円（注 3） 
（７）発行済株式総数 989,821株 1,000株（注 3） 
（８）株主資本 31,010百万円 50百万円（注 3） 
（９）総資産 39,093百万円 50百万円（注 3） 
（10）決算期 毎年 3月 31日 毎年 3月 31日 
（11）従業員数 98名 0名 
（12）主要取引先   
（13）大株主及び持株比率  スパークス・アセット・マネジ

メント投信株式会社（100%） 
（14）主要取引銀行   

資本関係

 
スパークス分割準備株式会社はスパークス・アセッ

ト・マネジメント投信株式会社の完全子会社です。 
（15）当事会社の関係 

取引関係 スパークス分割準備株式会社は現在営業活動を行って

おりませんので、スパークス・アセット・マネジメン

ト投信株式会社との取引関係はございません。 
（注）1.本件分割により、スパークス・アセット・マネジメント投信株式会社は資産運用業（「投資顧問業」及び「投

資一任契約に係る業務」並びに「投資信託委託業」）を廃止し、持株会社となる予定です。 

   2.本件分割後、スパークス分割準備株式会社は資産運用業（「投資顧問業」及び「投資一任契約に係る業務」並

びに「投資信託委託業」）を行う予定です。ただし、所要の官公庁等の許認可等を前提とします。 

      3.分割期日までに資本金を 5千万円から 25億円に増額する予定です。この結果、発行済株式数は 50,000株に、

総資産は 197億円に増加する予定です。 

   4.スパークス・アセット・マネジメント投信株式会社の概要は平成 17年 9月 30日現在、スパークス分割準備

株式会社の概要は平成 18年 4月 3日現在となっております。 

 

 



（16）最近 3決算期間の業績 
 スパークス・アセット・マネジメント投信株式会社（分割会社） 
決算期 平成 15年 3月期 平成 16年 3月期 平成 17年 3月期 
営業収益（百万円） 3,371 8,659 11,022 
営業利益（百万円） 519 5,345 6,307
経常利益（百万円） 503 5,475 6,943 
当期純利益（百万円） 223 2,843 3,924 
1株当たり当期純利益（円） 10,340.61 68,543.62 9,219.04
1株当たり配当金（円） 10,000 10,000 2,000
1株当たり株主資本（円） 316,424.66 215,580.98 64,166.35
 
4. 分割する事業部門の内容 
（１）投資顧問業及び投資一任契約に係る業務並びに投資信託委託業に係る営業の内容 

分割期日前日において、当社が営んでいる投資顧問業及び投資一任契約に係る業務並びに

投資信託委託業 
 
（２）投資顧問業及び投資一任契約に係る業務並びに投資信託委託業に係る営業の平成 17年 3月期  
      における経営成績 

投資顧問業及び投資一任契約に係る業務並びに投資信託委託業の営業の全部を承継するこ

とより、前記 3.（16）の平成 17年 3月期の欄を参照してください。 
 
（３）承継させる資産、負債の項目及び金額 

資産 負債 
項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流動資産 12,625百万円 流動負債 1,816百万円
固定資産 7,029百万円 固定負債 －百万円

合計 19,654百万円 合計 1,816百万円
（注）上記は平成 17年 12月末現在の数値をもとにしております。なお、分割によって実際に承継させる金額は異な

る可能性があります。 

 
5. 分割後の当社の状況 
（１） 商号         スパークス・グループ株式会社 
（２） 事業内容       持株会社 
（３） 本店所在地      東京都品川区 
（４） 代表者        代表取締役社長 阿部 修平 
（５） 資本金           11,619百万円 
（６） 総資産           44,903百万円（1,816百万円） 
              （注）（   ）内は分割による減少見込み分です。 
（７） 決算期        毎年 3月 31日 
（８） 業績に与える影響   連結業績に与える影響は軽微です。 
               単体業績：持株会社となる結果、当社の収入は子会社・関係会社等

からの配当収入等に、また、費用は持株会社としての機

能に係るものが中心になります。 
以 上 


